
I舞台磯構設箭工事 特言已仕様晋I

第1章工事概要

1, 1 工事名称 京蔀市立芸脩大学 舞台機構追葡I事Ill吊物バトン追開

1, 2 工事場所 京部市下京区下之町 57-1 京部市立芸脩大学内 掘場信吉記念ホ ール

l, 3 工事項目
・吊物員構設備工事 一式
・操作制御機器 ー式
・配管配繰工事 一式

1, 4 工事区分
工事区分表による。
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第2章工事仕様

2, 1 共通仕様
設計図 、 特記仕様書および現場設明書（質艮回答を含む）に記蘭されていない事項

は以下の共通仕様書の最斯版による。
•国士交通大臣官房官斤営繕郎藍修の公共建築工事糧準仕様書

（建築工事編，電気設備工事編 、 員絨設備工事編）

2, 2 適用基準
本工事に関連する法令、基準類は，以下による。

・建築基準法
・労働安全厨生法
・電気設備枝脩基準
．懸亜物安全指針・同信讀（（財）日本建策センター）
・建築設備耐覆設計・施工指針（（財）日本建築センター）
・吊物機構安全指針・同解蒻（JATET:（社）劇場演出空目枝脩協会）
・床員精安全指針・同解設(JATET:（社）創場演出空目枝脩協会）
・劇場等演出空目電気設備指針（（社）霞気設備学会、（社）劇場演出空同枝侑協会）
・日本産菜規格：JIS
·JEC等

2, 3 算台機構機器の稽度
震台員講機器の破攘（機器の一部が破蜆する場合を含む）が落下事故等に至る恐れ

のある機器（またはその韻分）は 、 算台員構員器静止時（定格積裁）に加わる荷璽に
対し、以下の侶率以上の祓棧強度（基遵に示される強鹿または公表値）を有するも1/)
とする。詳細は吊物員讃安全指針・同解説による。
・鋼材ほか金属材料： ： 4倍（脆性金属にあってはI 0倍）
・ワイヤ ーローブ、チェーン，）ill圧ゴムホ ース：I 0侶
・ローブ（絹物lll雄殷または合成畠雌殷） ：1 0倍

2, 4 算台機構餞器1/)フレーム等の応力度
賃台機構機器のフレーム、マシンベ ース、架台等は、以下の応力度となるよう節材

を選定する。また荷璽状況、変fj、たわみ、座屈等を考慮し適宜許容応力度を低減す
る。

l)建築基準法関連の法令に規定される鋼材及びこれに準ずる鋼材では
・舞台機構員器（定格積菌）侑止時にhoわる荷重に対し ：長期許容応力鹿以下
•同起動停止時 、 地震時等に加わる荷重に対し ：短期許容応力度）入下

2) 上記以外の鑽材、金属材料では
・賃台機構員器（定格籟薗）静止時に加わる荷重に対し ：破限荷亘（基達に示され

る強度又は公表値）の 114(/)荷重に対する応力度以下。

2, 5 塗装
l）フレーム、マシンベース、架台等の塗装

工場において加工又は組立てを終了した節材は、受注者による検査終了後、祠止め
塗装、仕上げ塗装を施す。塗装仕様は機器殷作者の糧準仕様による。但し、現場溶接
郁まわりは， 工場においては塗装せず、現場溶桜後同等の塗装をする。

捌毛塗りでは、鼠1毛目を削え 、 塗り蕗し、たまり 、 流れ、あわ等の欠点の生じない 
様に一様に塗る。吹き付け塗装では 、 吹きむらの無いように塗装する。

2) 駆勘マシン 、 減速員 、 ブレーキ 、 軸受等の塗装
塗装及び色調は機器製作者の糧準仕様による。但し，追給シャフト等の1ii1転部で防

複力 バ ーの無い部分は注意表示の為、黄色等の塗装をする。
3)紺1m慇，操作盤の塗装

制御盤、操作盤の塗装仕様は機器世作者の標浬仕様による。塗装色については、発
注者と協議のうえ決定する。

4) 電気配管塗装
綱元、算台袖等の記管（打ち込み配管を除く）は暗色塗装する。杞管加工郎分は錆

止め補修塗装の上 、 仕上げ塗装lliil塗とする。塗装色は隣接邸分の関連工事の塗装色
と調和をはかる。

5) 補修塗装
施工中に塗装のはがれが生じた場合は補修塗装する。

2, 6 根外者の進入防止と1ii1転祁等の保請
機器1J)1iil転郎、軌作郎等は操作員、メンテナンス等に危険の少ないよう選切に保誼

する。ただし下記条件を満たす場合はこの限りではない。
・すのこ ：すのこ入り口またはすのこに至る囲路を施錠管理する
・迫りマシンスペ ース：マシンピットに至る入り口を施錠管理する
・絹元 ：フェンス 、 または移軌式扉等を設け、操作時以外は用鉗する

2, 7 建物と算台員構設備機器との固定
設計月水平地震力は 、 次に示す設計用糧準震度に地拭係数（通常を1とする）と員器

の璽量を乗じたものとする。また設計用鉛直地震力は設計月水平地震力の1 /2とする。
但し、ガイドレール、カウンターウエイトについては 、 吊物員構・床機構安全指針によ
る。なお 、 算台機構設備機器の耐震クラスは「屑震クラスB」を適用する。

詳細は「建築設箭耐震設計・施工指針（（財）日本建築センター）」による。
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2, 8 完成時の検査
1) 測定

工事完成時点で、速度または運転時同、電圧、 電流等を測定し、記録を提出する。
測定に先立ち 、 受注者の検査預門の検査を済ませた上で試運転を行い、その運転状況
を確認する。異常のあった場合は処置を行った上、 再度試運転を行う。

2) インターロックの違蒻
所定のインターロックがとれていることを股定条件領にインターロックおよびその

表示等を確認する。

2, 9 特許に関する件
特許の使用に関する費用はすべて受注者の負担とする。この工事に関連して、受注

者が特許を申請する場合は発注者と協譴する。

2 、 10 保証期同
引渡し後1ヶ年とし、放障時は照償で修理する。但し、地震等天災又はその他の理

臼による建築構造上の重大な欠陥が生じた場合はその限りではないも1!)とする。

2, 11 その他
設計変更を行う場合｀受注者は変更内容を発注者と協羞し、 発注者が本設計屈と同 

等と承詰した場合は受注者の提案する方式によってもよい。

第3章概器の性乾
機器の性能は設計図に記蔚ない場合は以下による。

3, 1 電動機
機構の用途 、 荷重 、 昇降（移動）速度 、 起動停止制御 、 速度制御 、 目囲棗境等に適し

た形式 、 容量のものを選定する。起動・停止剖御，可変速剖御等は設計薗によるが 、 特
記なき場合は3相交流誘導電動機の直入捨動とし 、 可変速式ではインバ ータ店ll御とする。

3, 2 滋速機
荷重、減速比、使用時の回転数（変速式にあっては回転数範囲）、効率、逆転効率等

の適したものを選定する。

3, 3 ブレーキ
ブレーキは動作中の装置を適切な減速状態で制動する希ll動力を備える。静止時には、

符止状態を保っために要するカ(J)1. 5侶以上の制止力を備える。
プレーキの保持はスブリングによるなど 、 動力を込要としない方式とし｀電動員の起

動停止と連携動作する。

3, 4 巻取ドラム
巻取ドラムの直径（ピッチ径）は使用するワイヤ ーローブのローブ径の30侶以上と

し，巻敗るワイヤ ーローブに適した溝加工をする。
巻取ドラムの巻清と巻瑕るワイヤ ーローブのなす角鹿は、4度以下とする。

3, 5 枝凋里
用途、荷重に適した滑堅をH型鋼及び溝形鋼（チャンネル）の滑室ビームにポルト又

はクリッブ金物等により堅固に据え付ける。滑車のワイヤ ー溝とワイヤ ーローブとのな
す角度（フリートアングル）は2度以下とする。

ワイヤ ー i青は使用するワイヤ ーローブに適した加工をし 、 その直径（ビッチ径）は使
用するワイヤ ーロー プのロー プ径の25倍以上とする。ただし 、 ワイヤ ー受け車等の荷
璽の支持を目的としないもの及び安全上支障のない用途の滑里ではこの限りではない。

3, 6 元滑里
用途荷重に適した滑竪を堅固に据え付ける。憎堅のワイヤ ー溝とワイヤ ーロー プと

のなす角匿（フリートアングル）は2度以下とする。ワイヤ ー溝は使用するワイヤ ーロ
ー プに適した開Iをし、その直径（ピッチ径）は使用するワイヤ ーローブのロー プ怪の
25倍以上とする。ただし、手軌カウンターウエイト式吊物等の元滑里にあっては溝鐙
し滑阜としても良い。

3, 7 バトン（吊物用パイブ）
用途 、 荷重に応じて 、 適切なバトン形式 、 サイズを選定する。
バトン両繭には吊物バトン積藉荷重表示指針（JATET-M-6020)により許

容積蔚荷重及び 、 バトン名称を表示する。また 、 緩衝りとしてゴムキャッブを設ける。

3, 8 ワイヤ ーローブ
ワイヤ ーロー プはJISマーク表示品または、これと同等の農品とする。バトンその

他の吊物機構機器等をワイヤ ーローブにより昇降または吊り下げる場合は、原則として
2本以上のワイヤ ーローブを使用する。ワイヤ ーローブに加わる荷重は、定格積薗の吊
物機構静止時において、JIS破断荷璽のI I I 0以下とする。

ワイヤ ーロー プとバトン 、 カウンターウエイトその他の吊物機構機器等との接紐は適
切な取付金物等を用い 、 ワイヤ ーローブの饂末は ソケット止め｀クリッブ止め 、 くさ
び止め 、 シンブル付スブライス止め 、 特殊ロック止め等の方法により鑓郎を一本ごとに
緊結する。

3, 9 駆動用ローラーチェーン
舞台機構機器の屋動に使用するローラーチェーンはJISマーク表示品又はこれと同

等の殷品とし、チェーンに績方自の力が加わらないように適切に使用する。チェーンの
使用時の最大荷重は破断荷霊の1 / 1 0以下とする。

3 、 10 リミットスイッチ 、 ファイナルスイッチ
リミットスイッチは停止位置 、 減速開蛉位匿 、 インターロックのための位置確認等の

位置情報を制御目路に入力するために適切なスイッチとする。使用条件に応じ 、 プラン
ジャ開ローラーレバ ー 丹り式のリミットスイッチを 、 カム 、 けり金具またはフレーム本
体等で動作させる。

ファイナルスイッチは装置が許容される動作範囲の限度を超えた湯合に箭え 、 リミッ
トスイッチで規定される動作範囲の外側にファイナルスイッチを設ける。ファイナルス
ィッチが動作した場合は、制御回路又は装置の雷源を遮断し、彊制停止させる。ファイ
ナルスイッチ動作後、安全に停止し得る許容軌作範囮を設ける。

3, 11 剖桐盤
制御盤は、操作盤（操作部）の操作に対応して、巽台機構機器を適切に記勁停止し、

インターロックをとり、速度等を問僻する。設計図に記蘭のない場合は、以下の邸品を
備えて僻1徊を行う。
・電源受電のための饂子台
・電澱主幹用記級用遮断器(MCCB) 
・電磁接H員(MC)
・負荷側回路を保請するための霞軌員用遮翫器(MMC

B

)
・正転逆転用MC
・操作盤へ動作表示するための制御回路
・リミットスイッチに対応する角l潅胆］路
・負荷側制御回路配屈用謹子台（繭子台及び接続する制得配殷には番号等を示すマーク

付）・インターロック制御回路
•その他操作盤の操作、表示に対応する制御及び装置の破損を防ぐ制御

3, 12 操作盤
安全、 適切に操作できる場所に證置する。操作に泌要な押釘・表示灯等の記列 、 表記

文字．塗装色等は十分検討した上で｀発注者の承諾を受ける。操作、 制御部に弱電
方式を使用するものにあっては 、 共通仕様書の制御盤の事項を適用しなくても良い。設
計図に已蔚のない場合は 以下の操作表示郎等を設ける。
•制御盤受電点に設ける電磁接触器の入・切
•制御電源の入・切のキースイッチ

・機器毎に1負作を選択するスイッチ
・昇・降．停スイッチ又は行先選択と記動・停止スイッチ等
・ファイナル動作表示、ファイナル復帰操作スイッチ
・緊急停止スイッチ
·制御盤内の記樟用遮断器等が動作したことを示す表示灯（PL)等

3、13 レベル設定器
レベル設定器は予め入力された憧置（設定値）に昇降装置等を自動停止させるもので

あり各装置毎に個別の操作、表示節をもつものを言い、その仕様は以下による。
1）操作表示祁

数値入力1負作郎（テンキー等）では，所定の昇降範囲内の任意の位置を設定値として
入力できる。現在値入力では入力時の装置の位置を設置値に入力する。設計図に指定の
ない湯合、設匿値はバトン下鐘の欝台床面からの爾さ 、 迫り等にあっては迫り床の舞台
床面からの深さをcn単位で入力 、 表示する。

運転方向別の起動ポタンにより起軌し 、 最初に至l看する設定値又はリミット位置で自
動停止する。設定値運転の他 、 マニュアル運転スイッチ（設計図等に指定が薫い湯合は
押し切り式）を設ける。表示親は設定値 、 現在値を表示する。

可変速式吊物装置では 、 上記に加え 、 速度の設定・表示に関わる 、 操作・表示邸（操
作つまみの目盛りによる場合を含む）を設ける。

2) 位置検出肖
ハルスエンコ ー ダ等により撞作対象の装置の憧置を約確に検出し，制倒節に位置情報

を入力する。カウンターウエイト式吊物装置ではカウンターウエイト側で憧置検出して
も良い。

3) 制御普
運転指示 、 設定値と位置検出邪からの位置情報により適切に装置を運転し、設定位置

に自動停止させる。
菫速モ ータ等により屋動する装置では，予め所定の積負荷重でリハ ー サル運転するこ

とにより 、 停止のためのブレーキすべり量を自軌入力，補正し、停止精度を確仮するも
のとして良い。動作範囲の上限、下限等にはハ ードウェアによるリミットスイッチを、
その外側にハ ードウェアによるファイナルスイッチを設け 、 動作範目限度での停止、行
き過ぎ防止をはかる。

3, 14 迅積蔚検知装置
籍客席等に設ける吊物機構にあっては、積藪量が許容値を越えた場合は，誓報を発す

るか，駆軌装置の作動を自動的に停止する装置を設ける。ただし、積蔚物が特定されて
おり、積軋量が許容値以内であることか荷重計算等により確認できる吊物装置ではこの
限りではない。
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吊物バトン x2台新設
吊物バトン昇降装置の製作 、 据付工事 ゜

バトンパイプ 、 吊り金物の製作 、 取付工事 ゜

吊物バトン新設における操作年ソフト更新工事 ゜

二次恨ll配管配線工事 米新設ウィンチ ～新設制御盤 ゜

二次側配管配線工事 豪新設制御盤～既設制御盤 ゜

上記に伴う結緑工事 ゜

I事用電源 ゜

吊物バトン新設における仮設足場及び董生 ゜
" 廃材・雑材処分 ゜
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織構追加工事

図圃名称 算台縄綱追茄工事
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幕地仕様数　量名　　称番号

袖幕－１

引割緞帳

暗転幕

一文字幕－２

中割幕

一文字幕－３

大黒幕

ホリゾント幕

東西幕

２

３

４

５

１１

１２

１５

２０

２１

２２

１

１対

１対

１

１

１対

１

１

４対

ウールサージ

ウールサージ ヒダなし

ウールサージ ヒダなし

ヒダなし

貫八別珍 ２倍ヒダ

Ｗ　×　Ｈ

寸法

１７７００　×　４５００

１７７００　×　４５００

　１８５０　×１０８００

　９１５０　×　８７００

１７１００　×　９３００

　２１００　×　５５００

１

備　　　考

－

－

φ３４．０下パイプ付

－

ヒダなし１ φ２７．２下パイプ付

内容項目

バトン・フレーム

幕地

その他

固定積載

許容積載

合計

Ⅱ

・バトン＋吊バンド＋ワイヤー質量

・幕レール質量

・幕地＋裾パイプ質量

・反射板仕上げ＋下地質量

・コンセントボックス質量

・照明器具＋移動型調光器質量

・各種演出装置質量

・Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ＋Ⅴ

備　　　考

・反射板、スクリーンフレーム質量

・ケーブルかご＋ケーブル質量

番号

Ｉ

Ⅲ

Ⅴ

Ⅵ

・（）内数値は着脱式のものを示す

・（）内数値は着脱式のものを示す

Ⅳ
・舞台機構に固定される照明・音響関係質量

・昇降可能な最大質量

・（）内数値は含まない

・反射板内ダウンライト、スピーカー質量

吊物機構設備　質量内訳表

プロセニアム幕

一文字幕－１

ウールサージ ヒダなし １７１００　×　８７００

ヒダなし １７１００　×　３３００

　９１５０　×　８１００ヒダなし

１７１００　×　９３００

ヒダなし

ヒダなし

－

コットンベルベット ２倍ヒダ

袖幕－２６ １対 －貫八別珍 ヒダなし ２１００　×　８１００

１７１００　×　３３００

袖幕－３１６ １対 －ヒダなし 　２１００　×　８１００

（バルコニー下部）サイドプロセニアム幕２６

（バルコニー下部）サイドプロセニアム幕

（バルコニー下部）サイドプロセニアム幕

１対 ヒダなし

貫八別珍

貫八別珍

ヒダなし

　１５００　×　５４００

　１２５０　×　２４００

　１２５０　×　４１００

１Ｆ用、吊り下げ用φ２７．２パイプ含む

３Ｆ用、吊り下げ用φ２７．２パイプ含む

４Ｆ用、吊り下げ用φ２７．２パイプ含む

反射板セット時は二つ折り収納

反射板セット時は二つ折り収納

反射板セット時は三つ折り収納

反射板セット時は二つ折り収納

反射板セット時は二つ折り収納

反射板セット時は二つ折り収納

反射板セット時は二つ折り収納

反射板セット時は二つ折り収納

（バルコニー手摺紐結び）ダメ黒 　２５００　×１１６００ 取付紐付き

１対

１対 貫八別珍 ヒダなし

φ２７．２下パイプ付

φ２７．２下パイプ付

φ２７．２下パイプ付

φ３４．０下パイプ付

φ３４．０下パイプ付

１対 貫八別珍 ヒダなし

側面反射板－１　裏面幕地

側面反射板－２　裏面幕地

側面反射板－３　裏面幕地

２３

２４

２５

２７

２８

２９

１対 ヒダなし

貫八別珍

貫八別珍

ヒダなし１対

１対 貫八別珍 ヒダなし

　２６５０　×　５４００

　２８５０　×　５４００

　１９５０　×　５４００

φ２７．２パイプ、取付紐付き

φ２７．２パイプ、取付紐付き

φ２７．２パイプ、取付紐付き

反射板セット時は取り外し、天井仕込み金物は建築工事

反射板セット時は取り外し、天井仕込み金物は建築工事

反射板セット時は取り外し、天井仕込み金物は建築工事

　１８００　×１１６００

　１８００　×１１６００

１対 貫八別珍 ヒダなし

１対 貫八別珍 ヒダなし

取付紐付き

取付紐付き

　１２００　×１１６００１対 貫八別珍 ヒダなし 取付紐付き 反射板セット時は取り外し

１．吊物機構設備

反射板セット時は取り外し

反射板セット時は取り外し

反射板セット時は取り外し

反射板セット時は取り外し

反射板セット時は取り外し

反射板セット時は取り外し

貫八別珍

貫八別珍

貫八別珍

貫八別珍

１１号帆布

１１号帆布

径(mm)寸法(mm)

バトン・フレーム　等

（台）

数　量
装　　置　　名番号

プロセニアムサスペンションライト

引割緞帳

重量バトン

吊物バトン－２（一文字幕－２）

吊物バトン－３（中割幕）

１

一文字幕－１（袖幕－１共吊り）

２

４

５

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

昇降

１

１

１

１

１

１

１

開閉

昇降

駆　動　方　式
速 度 等

(m/min)

電　動　機 ワイヤ－径×

吊点数

レベル設定
備　　　考

（㎜）

ストローク

開閉

１４０００

１９５００

電動昇降ワイヤードラム巻取式

電動昇降ワイヤードラム巻取式

９

９

容量(ｋＷ) 制御方式

直入れ

直入れ

φ５×　６

質　量(kg)

バトン・フレーム 許容積載 合計

１７０ ６００ ７７０

φ５×　６

３．７

１．５

幕地

－

その他

－

固定積載

－１６５００

φ４８．６１７７００

１７

１８

天井反射板

２１

吊物バトン－７（大黒幕）

２２

吊物バトン－８（ホリゾント幕）

東西幕（上手）

２３

開閉

昇降

東西幕（下手）

側面反射板－１（上手）

側面反射板－２（上手）

１

１

１

１

１

１

１

過負荷検知

○ ○

１７１００

ー ４０ １２０φ４×　６ － －

ー

１９５００ 電動昇降ワイヤードラム巻取式 ６～６０ ＩＮＶ １００ ３２０φ５×　６７．５ １１０φ４８．６１７７００ － － －

ー 電動開閉式 １１０レール１７７００ ３～３０ ０．７５ －

１５０００ 電動昇降ワイヤードラム巻取式 ２ 直入れ φ１０×６×２ １９０ ６０００ ６１９０７．５ － － －

ー

直入れ

ー

１８０１６０００

手動開閉紐引き式レール －

３．７ φ６×　６

W17440×H8600

（１５０㎡）

ー

φ４８．６

－

固定吊り

４０（７２００） １２０３０ － － －

－

手動開閉式

５０Ｗレール（７２００） － － －

９４°

手動旋回式

－ ４８０ １１１０－

－

≒１４．５㎡

６３０ － －

ダブルレール

プロセニアム幕 １

３

吊物バトン－１（袖幕－２） １

１

１９

２０

１９５００ 電動昇降ワイヤードラム巻取式 ９ １．５ 直入れ １００ ２２０ ４００８０ － － －

１９５００ 電動昇降ワイヤードラム巻取式 直入れ １００ ４００φ５×　６ ーφ４８．６ － － ３００

１６０００ １８０９ 直入れ φ６×　６３．７

５０

側面反射板－１（下手）

側面反射板－２（上手） １ ９４°

手動旋回式

－ ４８０ １１１０－

－

６３０ － －

１ ９４°

手動旋回式

－ ３３０ ７７０－

－

≒１５．７㎡

４４０ － －

９４°

手動旋回式≒１５．７㎡

－ － － －

○ －

－

－φ４８．６１７７００ φ５×　６

１００ １９０ ４００１１０ － －

ＩＮＶ

暗転幕 １ １９５００ 電動昇降ワイヤードラム巻取式 φ５×　６φ４８．６１７１００ １００ １６０ ４００１４０ － －６～６０ ＩＮＶ７．５

リアホールドレール

６

照明バトン－１７ φ６０．５＋φ４８．６

φ６０．５＋φ４８．６

１

１

照明バトン－２ φ６０．５＋φ４８．６

吊物バトン－４（一文字幕－３）

１吊物バトン－５（袖幕－３）

１６０００ 電動昇降ワイヤードラム巻取式 直入れ １８０ １０８０φ６×　６ － ９００

１６０００ １８０９ 直入れ φ６×　６３．７照明バトン－４ φ６０．５＋φ４８．６

吊物バトン－６

１

－ － －

開閉

昇降

１

１

固定吊り

４４０

φ４８．６

（７２００）

１０２０

３０

－ －

手動開閉式

４４０

Ｗレール（７２００）

－ － －

－ － －

※２：ダウンライト、ケーブルカゴ質量を示す

一文字幕兼用

≒１４．５㎡

－

３３０ ７７０４４０

側面反射板－３（上手）

側面反射板－３（上手）

９４°

手動旋回式

－

≒１０．８㎡

５８０

９４°

手動旋回式≒１０．８㎡

－

５８０

－ －－

－－－

〇 ○

○ ○

○

○ －－

○

○

中間停止

９０００ 直入れ１ 電動昇降ワイヤードラム巻取式 ２ 直入れ ５２００ １１８００φ１４×６×２１１ － ６０００ ー

照明バトン－３ φ６０．５＋φ４８．６

○ ー

１７１００

１７１００

１７１００

１７１００

中央部１５００ｍｍ　バトン着脱式

９ １．５

ー

９ ３．７

φ６０．５＋φ４８．６

(cm/sec)

１

１

１

１７１００

１７１００

１

１５

１５

１５

１０～１００

５～５０

１０～１００

１５

１５

≒３．３

１５

１５

１５

≒３．３

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

電動昇降ワイヤードラム巻取式

電動昇降ワイヤードラム巻取式

電動昇降ワイヤードラム巻取式

○

９

－

－

－

－

φ４×　６

－

－

－ －

－

－

１０２０

ダブルレール

仕上別途（下地を含み４０㎏/㎡想定）　裏面、小口は黒EP塗装

６００

※

仕上別途（下地を含み４０㎏/㎡想定）

ー － ９００ １０８０ ○ ○

ー － ９００ １０８０ ○ － ○

ー

ー ー ９００ １０８０ ○ ○

レール着脱式

同期運転

－

吊物バトン１と同仕様

（１１０）

吊物バトン１と同仕様

－ －－ －

－ －－ －

－ －－ －

－ －－ －

仕上別途（下地を含み４０㎏/㎡想定）　裏面、小口は黒EP塗装

仕上別途（下地を含み４０㎏/㎡想定）　裏面、小口は黒EP塗装

仕上別途（下地を含み４０㎏/㎡想定）　裏面、小口は黒EP塗装

仕上別途（下地を含み４０㎏/㎡想定）　裏面、小口は黒EP塗装

仕上別途（下地を含み４０㎏/㎡想定）　裏面、小口は黒EP塗装

吊物バトン１と同仕様

吊物バトン１と同仕様

吊物バトン１と同仕様

吊物バトン１と同仕様

－ － －

－ － －

－

－

－

吊物バトン-Ａ１Ａ１ 1 １７１００ １９５００ 電動昇降ワイヤードラム巻取式 ＩＮＶ １００ ４００φ５×　６ ーφ４８．６ － － ３００ ○１２ １．５２０ － ○ ＩＮＶはショックレス動作対応のため任意速度設定なし

吊物バトン-Ａ２Ａ２ 1 １７１００ １９５００ 電動昇降ワイヤードラム巻取式 ＩＮＶ １００ ４００φ５×　６ ーφ４８．６ － － ３００ ○１２ １．５２０ － ○ ＩＮＶはショックレス動作対応のため任意速度設定なし

※赤色表記：吊物バトン新設装置、仕様

※Ａ1、Ａ２　吊物バトン新設における名称の不整合について、発注者と協議し名称変更等の承諾を得ること。

舞台機構設備　仕様表

２．幕設備



１ －－ －手押し移動式Ｓ２ ３４３７×１８４０ １２ 位置決めピン×２客席ワゴン（上手） ３００ 椅子　及び　床・幕板仕上げ（下地込み）は建築工事≒　６ ３００（１８００ｋｇ）

１０００　×　３５０　×　１６００　６

番号 装　　置　　名 数量
寸　　　法

吊物機構　制御盤

備　　　考
Ｗ［ｍｍ］×Ｄ［ｍｍ］×Ｈ［ｍｍ］

自動

停止ヶ所

席数

［席］

電動機

容量(kw)

寸　　　法
数量装　　置　　名番号

着床時積載荷重

合計椅子仕上げ

自重［ｋｇ］

機器制御方式Ｗ［ｍｍ］×Ｄ［ｍｍ］

面積

［㎡］ ［ｍｍ］

ストロ－ク
駆　動　方　式

［ｋｇ／㎡］
備　　　考

※１

〃

１Ｓ３ 客席ワゴン（中央－１）

Ｓ４

Ｓ５

－ ２４０ ３６０ ９００

〃

〃

〃

〃

〃

〃

※一次側電源容量：３φ　３ｗ　２００Ｖ　６０Ｈｚ　２８ＫＶＡ　※吊物機構制御盤

：１φ　２ｗ　１００Ｖ　６０Ｈｚ　　１ＫＶＡ　※吊物機構制御盤

アース ：電気計装用アース　Ｃ種(単独)　 　※吊物

：筐体アース　　　　Ｄ種　　　　　※吊物・床共

客席ワゴン（中央－２）

客席ワゴン（下手）

１

１

５９１４×１８４０ － 手押し移動式≒１１

－ 手押し移動式

－ －

－ －

－ －

１８

１８

１２

５５０ ４４０ ５４０ １５３０

５５０ ４４０ ５４０ １５３０

３００ ２４０ ３６０ ９００

３００（３３００ｋｇ）

３００（３３００ｋｇ）

３００（１８００ｋｇ）

－

－

－

仮設ガイドレール

位置決めピン×２、仮設ガイドレール

Ｓ４に接する側に着脱式椅子×１脚

Ｓ３に接する側に着脱式椅子×１脚

位置決めピン×２

仮設ガイドレール

≒１１

≒　６ － 手押し移動式

：３φ　３ｗ　２００Ｖ　６０Ｈｚ　２２ＫＶＡ　※床機構制御盤

位置決めピン×２、仮設ガイドレール

３４３７×１８４０

５９１４×１８４０

：１φ　２ｗ　１００Ｖ　６０Ｈｚ　　１ＫＶＡ　※床機構制御盤

５．操作・制御機器

４．客席ワゴン

１

直入れ１８７２８　×　４３８８　 電動昇降スパイラリフト式１

電動機
番号

仕上げ重量は、下地を含めて７０㎏/㎡で想定（建築工事）

停止ヶ所：－２７００～±０　１００（８１００ｋｇ） ５００（４０５００ｋｇ）

(m/min)
装　　置　　名

［ｍｍ］

ストロ－ク面積
数量

速度

動作時 静止時［㎡］

寸　　　法

オーケストラ迫 ７．５×２ １．５２７００≒８１

積載荷重［ｋｇ／㎡］
備　　　考

容量［ｋｗ］ 制御方式Ｗ［ｍｍ］×Ｄ［ｍｍ］
駆　動　方　式

自重［ｋｇ］

フレーム 仕上げ 機器 合計

９７２０ ５８６０ ８０００ ２３５８０

（変形）

３．昇降床

Ｓ１

形式

自立型

２床機構　制御盤２ 自立型

１

吊物バトン　×2台　新設における操作卓ディスプレイ表示内容更新

舞台袖のコネクタ盤にケーブルにて接続舞台機構　操作盤３ 移動型

　８００　×　３５０　×　１３００　

１０００　×　３５０　×　１６００　

１ 下段スノコ上に設置、吊物バトン×2台新設分舞台機構　制御盤Ｂ１ 自立型　８００　×　４００　×　１５００　

２．各設定画面

※操作・制御機器　改修項目

・吊物バトン2台追加における舞台機構制御盤を下段スノコに新設すること

・吊物バトン2台追加における二次側配管配線を新設すること

・操作卓について、既設ケーブルに接続可能な延長ケーブル（≒3ｍ）を新設すること

・納められている既存の操作卓を使用し、操作制御システムを更新すること

・操作卓ディスプレイ表示内容の以下項目について、発注者と協議の上、更新すること

１．吊物断面表示



設備開口

幕セット反射板セット

赤色：吊物バトン　新設位置

※吊物配置について、現地調査し発注者と協議の上承諾を得ること



前室

前室

前室

PS合同研究室1 廊下

廊下

共通ゼミ室

（録音スタジオ） 完全

防音室

作曲

楽器庫

学外連携ラボ（仮）

（学科）

個人研究室4

EVシャフト

EA

空調機械室1 廊下

学外連携ラボ（仮）

冷却塔

チラー

前室

前室

作曲 作曲

完全

防音室

廊下

廊下 伝音研究室5

学外連携ラボ（仮）

廊下

講義室3

ﾎﾜｲｴ/客席/大合奏/中合奏/舞台

打楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ系統

下手

側舞台

上手

側舞台

EPS

PS

PS

図面入れ

製造
名板 社名板

ＮＰ１

ＮＰ２

吊物配置正面図

赤色：吊物バトンに関わる新設機器

※吊物配置について、現地調査し発注者と協議の上承諾を得ること
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